資源ベースの戦略論における競争優位の源泉と企業家の役割　－オーストリア学派の資本理論と企業家論からのアプローチ by 石川, 伊吹


























を解明することに中心的な課題を位置づけている（Rumelt 1984, 1987; Wernerfelt 1984; Barney 
1986, 1991, 2001; Prahalad and Hamel 1990; Conner 1991; Grant 1991; Peteraf 1993; Collis and 
Montgomery 1995, 1997; Foss 1997, 2005; Peteraf and Barney 2003; Foss and Knudsen 2003）。周知
のように，この課題への最も支配的アプローチはリソース・ベースド・ビュー（Resource-based 





　また RBV のオペレーショナルなレベルにおいては，RBV の研究者達は，なぜ，ある企業





してバーニー（Barney）の 1991 年の研究論文とペタラフ（Peteraf）の 1993 年の研究論文をあ



















Klein 2004; Foss, Foss, Klein and Klein 2005）。簡潔に言えば，経済的に適切な資源配分を行う






ションを RBV に摂取することによって既存の RBV の理論フレームの課題を克服することが
可能であることを示すことにする。
  1）こうした主観主義的アプローチは，オーストリア学派が共有する最も重要な立場のひとつである。
  2）フォス・フォス・クレイン・クレイン（Foss, Foss, Klein and Klein 2005）も，関連した議論を提供している。
彼らは，コースの定式化した企業の理論へオーストリア学派の資本の理論からアプローチすることによって，
さらにそれが発展していく可能性があることを示している。
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的適合性（Itami 1987）」の問題として位置づけられていた（Ansoff 1965; Andrews 1971）。ハーバー
ド学派の産業組織論に根付く「S-C-P パラダイム」の伝統（Mason 1949; Bain 1959）に基づき
ながら，ポーター（Porter）は企業が「製品－市場」におけるポジショニングから競争優位を
獲得できると主張した（1990,1991）。現在，「ポジショニング・スクール（Mintzberg, Ahlstrand 




しまうという深刻な問題が残されていた（Demsetz 1973; Rumelt 1987, 1991）
3)
。
　そこで，ポジショニング・アプローチのこの不十分な点を補うために（Grant 1991; Mahoney 











ルト自身が「[ 彼の ] 論文が 1984 年に現れたとき，その論文は無視され……..1984 年から 1987 年までの間，
その論文は合計で３つほどの引用しかなされなかった…..1988 年か 1989 年まで，その論文は学術的にほと
んど影響力を持たなかった（Wernerfelt 1995, p.171）」と強調するように，ペンローズを RBV の源流と位
置づけることができるかどうか，についてはかならずしも明確ではない。他方で，例えば，マホニーとパン
ディアン（Mahoney and Pandian 1992），アミットとシュメーカ （ーAmit and Schoemaker 1993），マホニー
（Mahoney 1995），コーとマホニ （ーKor and Mahoney 2000）などの研究者達は，RBV 研究の源流にペンロー





い UCLA の研究者達（Demsetz 1973; Lippman and Rumelt 1982）をその源流に位置づけること
ができる（Conner 1991; Rumelt, Schendel, and Teece 1991）
5)
。同様に UCLA に所属し，RBV 研
究の嚆矢であるルメルトやバーニーの研究がそうした思想から大きな影響を受けたことも明ら
かである。したがって，この意味においてこの新しいアプローチを「シカゴ・UCLA アプロー
チ」と呼ぶことができる（Foss 2005a; Foss and Ishikawa 2006）。
　もっとも「ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチ」または「コア・コンピタンス・
アプローチ」（例えば，Penrose 1959; Nelson and Winter 1982; Prahalad and Bettis 1986; Chandler 
1992; Prahalad and Hamel 1990; Teece, Pisano, and Shuen 1997）など，RBV と関連するいくつか
のアプローチが台頭してきていることも注目に値する。しかしながら，紙幅の関係から本稿で
議論する「RBV のフレームワーク」とはこの「シカゴ・UCLA アプローチ」に限定すること
にしたい。したがって，ルメルト（Rumelt 1984, 1987），バーニー（Barney 1986,1991），ディエ
リック・クール（Dierickx and Cool 1989），ペタラフ（Peteraf 1993），ペタラフ・バーニー（Peteraf 
and Barney 2003）らの諸研究が本稿での考察対象である。
2　RBVの理論ドメイン







（Priem and Butler 2001）。
　ここでは，戦略マネジメント研究において最も頻繁に引用されているバーニーの 1991 年の
研究論文（Barney 1991）とペタラフの 1993 年の研究論文（Peteraf 1993）を吟味することを
通じて，RBV の理論ドメインを理解することにしたい。なぜなら，それらが同時に RBV に
ズの研究を位置づけている。したがって，この点は，今日まだ尚，議論の余地はあるが，RBV 研究がペンロー
ズの研究から多くの洞察を得られることも強調されるべきであろう。
5）コナー（Conner 1991）やフォス（Foss 2005）は，RBV の発展について，より包括的に検討している。
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おいて広く受け入れられている包括的な理論フレームを提供しているからである（Priem and 










素市場の均衡モデル」に依拠した彼の初期の RBV 研究である 1986 年の論文（Barney 1986）
と「シカゴ・UCLA アプローチ」に基礎を持った諸研究（Demsetz 1973; Lippman and Rumelt 






















出所 : ペタラフ（Peteraf 1993, p. 181）
図 1　資源の異質性による希少なレント
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う意味で事後的な競争を制限（ex post limits）する条件を特定することにあると考えられる（Foss 
2005a）。他方で，ペタラフも持続的な競争優位の条件を特定化する試みを行っている。すなわ
ち，それは「資源の異質性（resource heterogeneity）」，「競争への事前的制限（ex post limits to 
competition）」，「資源の不完全な移動可能性（imperfect resource mobility）」，「競争への事後的制

















（Barney 1991, p.116; Peteraf 1993, p.180）。
　フォス（Foss 2005a）は，バーニーとペタラフの理論フレームをそれぞれ図 2 のように簡潔
に要約している。


















きた（Rumelt 1987; Winter 1995）。ルメルト（Rumelt 1987）は，企業家が生み出すレントを企
業家的レントと定義しそのレントが資源の異質なコンビネーションにおける事後的価値と異質






















































  9）シュムペーター（Schumpeter 2004[1912]）は，次の５つのクラスをイノベーションとして位置づける。
すなわち，（1）新しい財の導入 , （2）新しい生産方法の導入 , （3）新しい販路の開拓 , （4）原料あるいは半
製品の新しい供給源の獲得 , （5）新しい組織の実現 , である（p.66）。
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ナップショット）において生じる経済的レントは固定化されたパイの中で，いかにたくさんの


































































































































であり，既存のプランを遂行することがマネジャー機能であるという（Lachmann 1947, p.113 脚注を参照
されたい）
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して理解される。企業家の活動は，プライス・テーカーの前提や，さらにはカーズナー的企業
家精神とも関連をもたない「市場開発実験（commercial experimentation）」として捉える必要
がある（Hayek 1948; Mises;1949; Demsetz 1988; Foss and Klein 2004）。
　こうして不確実性の世界においては，市場がここでいう「企業家的判断」を代替するよう
なことはできない（Lachmann 1956）。したがって，判断を実践に移すためには判断それ自体の



























211資源ベースの戦略論における競争優位の源泉と企業家の役割 (石川 ) 
な属性からなる資源のリストとして捉えてきたこれまでの単純な見方ではなく，むしろひと
つの構造として捉えることを提案したルーウィン（Lewin 1996,1997）やルーウィンとフェレン



























（Lewin and Phelan 2002）。
　そこで我々は，次のような重要な戦略的インプリケーションを得ることになる。すなわち，
不確実な世界における戦略的機会は，企業家が形成する様々異なった主観的期待に起因すると






















なければならない。そこで彼には，資源の所有が不可欠になる（Foss and Klein 2004;Foss, Foss, 










るゆえである（Knight 1921; Mises 1949; Lachmann 1956）。その上，企業家はどのように利用す






























のである（Denrell, Fang and Winter 2003）。不確実性の世界の中では，ある企業家が失敗する
一方で，他の企業家は成功し，あるいは，彼の期待を大幅に越えることさえも起こる。しかし
ながら，企業家が不確実性を負いながら彼の判断を展開して初めて戦略的機会が利潤を導くの
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競争を事後的に捉える見方である。しかしながら，競争への事後的な制限の基盤は企業家が下
す事前的な判断である。より正確にいえば，競争優位は競争への事前的制限の直接的な結果，















る主体であると理解されている（Kim and Mahoney 2006）。すなわち，生産をより低コストで
実現する方法（Peteraf and Barney 2003），あるいは新しい需要を創造する方法の２つがそれで
ある。一方で RBV の理論フレームは，良くとも，前者のみを扱うフレームワークとして解釈
できるが，他方でオーストリアン・パースペクティブは，前者と後者の両方を扱うことができ
るフレームワークとして理解することができる（Robertson and Yu 2001; Yu 2003）。RBV の理
論フレームは，要素市場がその需要のシフトによって影響を受けると仮定するにもかかわら
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チ（dynamic capabilities approach）」または「コア・コンピタンス・アプローチ（core-competence 
approach）」がある。この「ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチ」の基本的フレームワー
クは，ペンローズ（Penrose 1959），リチャードソン（Richardson 1972），ネルソンとウィンター
（Nelson and Winter 1982）らの洞察溢れる研究に知的基盤を負っている。
　現在のところ広く認識されているように，プラハラードとハメル（Prahalad and Hamel 
1990）の画期的な研究論文がハーバード・ビジネス・レビューに発表されて以来，企業内部の「コ
ア・コンピタンス」が，実務家達の中心的な戦略的問題への関心ごとになっている（Wernerfelt 
1995; Foss 1997）。その定義は極めて曖昧ではあるけれども，主にそれは「集団的学習（collective 
learning）」をする企業の力を意味している（Prahalad and Hamel 1990, p.82）。同様に，ティース，














































　この取引コストのフレームワークを拡大しながら，フォスとクレイン（Foss and Klein 




説明する（Foss, Foss, Klein and Klein 2005, p.9）。また，しばしばこのコストは「動的取引コスト」
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